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小
學
教
育
費
は
我
が
國
の
市
町
村
経
嚢
中
で
絶
動
的
金
額
か
ら
も
文
相
数
的
割
合
か
ら
も
最
重
要
な
も
の
》

一

で
あ
っ
て
、
現
在

の
市
町
村
財
政
難
の

　
原
因
は
此
経
費
の
過
重
`
膨
脹

ε
に
あ
る
ε
云
は
れ
て
居
る
。
而
て
市

町
村
財
政
難
及
び
小
學
敏
育
費
支
辨
方
法
が
朝
野
の
問
題
ざ
な

っ
て
か
あ

(註
一
)
相
當
の
歳
月
を
纒
過
し
π
が
未

だ
充
分
に
解
決

さ
れ
て
居
な

い
。
依
て
本
問
題
を
研
究
せ
ん
こ
す
る
の
で
め
る
。

今
日
小
學
藪
育
費
就
中
小
學
校
費
支
辨
に
就

い
て
は
大
艦
上
、
市
町
村
を
し
て
支
辨
せ
し
む

べ
し
ε
す

る
説
、

中
央
政
府
の
支
辨
た
る
べ
し
ご
す
る
説
、
及
び
此

二
者
の
折
衷
説

ε
も
云
ふ

べ
き
説
ε
の
三
説
に
分
つ
事
が
出
來

る
。
が
俗
此
三
誘
で
番
き
て
居

る
ざ
云
ふ
の
で
は
な
い
。
私
は
以
下
述
、ぶ
る
如
き
折
衷
説
を
支
持
せ
ん
ε
す

る
も

の
で
あ
る
が
、
研
究
の
順
序
ε
し
て
前
段
に
於
て
先
づ
三
説
以
外
の
も
の
を
略
述

し
て
問
題
を
制
限
し
、
次
に
三

説
を
順
次
研
究
し
、
後
段

に
於
て
私
の
結
論
を
よ
り
ょ
く
支
持
す
る
爲
め
英
凋
佛
白
及
我
が
國
の
實
際
上
の
有
様

ε
統
計
ざ
を
研
究
し
て
各
國
近
時
の
傾
向
を
見
や
う
。

註
口
、
明
治
四
†
年
以
降
毎
議
會
小
學
校
費
に
閲
す
ろ
請
願
案
建
議
案
文
に
法
律
案
の
振
出
な
見
な
い
寧
ば
な
い
。

(咽
に
本
論
は
公
立
小
學
校
に
關
し
て
で
あ

っ
て
私
立
の
も

の
は
別
論
で
あ
る
。
但
し
現
在
で
は
多
く
の
文
明

説

苑

小
學
教
育
費
の
研
究

、

・

第
十
三
拳

〔第
三
號

九
一
)

三
八
五

ヒ

1)拙 稿(経 済 謁禽叢十 二巻 五號PP.155-156)参 照



苑

小
學
教
育
費
の
研
究
、

・

第
十
三
巻

(第
三
號
、
九
二
)

三
八
六

國
賦
公
立
主
義
を
探

っ
て
居
る
。
次
に
各
国
初
等
普
通
激
育

の
名
構
制
度
及
組
織
多
少
異
な
る
も
大
概
我
小
學

激
育
に
當
る
。
故
.に
小
學
漱
育
及
小
學
校
を
以
て
初
等
普
通
敏
育
及
真
摯
校
に
代
ゆ
る
。
更
に
現
今
小
學
敏
育

の
任
に
當
る
下
級
地
方
團
禮
は
所
謂
市
町
林
の
み
で
な
く
學
匠
學
校
組
合
等
も
あ
れ
ご
唯
便
宜
上
市
町
村
を
以

て
此
等
を
も
含
む
も
の
ε
す

る
。
街
藪
に
は
我
国
厨
謂
小
學
校
費
支
辨
を
主
眼
ε
し
て
研
究
せ
ん
ε
す
る
も
の

で
あ

っ
て
、
小
學
鍛
育

に
關
す

る
全
般
の
脛
嚢

に
就

い
て
で
は
な
い
℃
)
-

第

一

段

¶

一

問

.題

の

制

限

問
題

の
範
園
を
簡
明
に
す
る
覚
め
先
づ
中
央
財
政
封
地
方
財
政
の

一
般
的
問
題

ご
、
研
究
題
目
の
範
園
で
は
あ

る
が
蝕
り
重
要
で
な
い
二
三
の
支
辨
方
法
即
ち
所
謂
公
學
費
牧
人
ε
を
除
外
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

イ

一
般
的
問
題

現
在
市
町
村
が
其
財
政
難

に
陥

っ
て
居

る
最
後
の
原
因
は

一
般
的
に
経
費
に
謝
し
て
牧
人

が
不
充

分
ざ
云
ふ
黙
に
め
る
。
蓋
し
脛
費
は
所
謂
義
務
費
相
當
多
く
し
て
伸
縮
自
由
で

な
～
・且

つ
年

々
膨
脹
し
て

止
ま
な
い
。
屏
む
収
入
は
地
域
比
較
的
挾
小
で
あ

っ
て
人
口
も
利
用
し
得
な
財
源

も
少
く
且
課
税
起
債

に
就

い
て

も

一
定
の
制
限
及
監
督
が
あ

っ
て
饗

に
よ
葎

ひ
難

い
か
ら
で
あ
・
。
.警

於
て
相
當
多
額

の
小
學
賛

の
如

き
が
市
町
村
財
政

に
ε
つ
て
重

い
且
苦
痛
な
負
捲
ε
な
る
。
從
て
此

一
般
的
原
因
か
ら
、
即
ち
市
町
村
の
財
政
能

力
を
増
加
し
其
財
政
難
を
救
ひ
建
て
は
小
學
校
費
を
負
撰
す

る
の
苦
痛
を
軽
減
せ
し
め
ん
が
爲
め
、
中
央
政
府
は

市
町
村
に
財
源
を
割
譲
す

べ
し
就
中
租
税
を
分
興
す

を
か
叉
は
新
税
増
税
を
容
許
す

べ
し
ε
云
ふ
主
張
ぜ
な
る
。

.



,

然
し
此
主
張
は
小
學
校
費
支
辨
の
儒
め
の
み
で
な
く

一
般
的
に
市
町
村
財
政

に
關
し
.
從
て
中
央
財
政
封
地
方
財

政
の

一
般
的
問
題
で
あ
り
、
更

に
如
何
な
る
財
源
を
如
何
な
る
形
式
で
、割
譲
す

る
か
の
問
題
も
含
ま
れ
て
居
る
。

從
て
此
特
殊
的
研
究
で
は
暫
く
別
論
`
し
て
、
専
ら
小
里
校
費
支
辨
の
み
を
主
題
ご
す

る
。
窃
藪
に
所
謂
畢
校
視

こ
し
て
市
町
村
に
め
る
租
税
を
分
興
し
叉
は
新

に
賦
課
す

る
事
を
許
す
事
が
考

へ
得
ら
る
N
が
、
然
し
目
的
税
其

者
が
原
則
ε
し
て
探
用
も
難
い
。
從

て
更

に
多
く
論
ず

る
必
要
も
な

い
。
唯
全
然
市
町
村
蓬
關
係

の
な
い
學
匠
叉

は
星
稜
組
合
を
探
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
.

口

特
殊
的
問
題

今
日
小
學
校
費
支
辨

の
財
源

円
し
て
飴
り
重
要
で
な

い
從
て
支
辨
の
解
決
案
ご
な
し
得
な

い
も
の
に
、
理
論
上
否
定

さ
る
べ
ぎ
も
の
こ
、
理
論
上
大
磯
肯
定
さ
れ
て
も
實
礫
土
夫
に
依
る
事
を
期
待
し
得
な

い
も
の
蓬
が
あ
る
。

の

理
論
土
否
定
さ
る
べ
き
支
辨
方
注
・
水
撃
警

は
之
を
零

る
者
の
利
益
で
あ
る
か
ら
、
(註
一
)
叉
は
財

政

の
必
要
か
ら
、
叉
は
激
員
を
其
職
に
精
顧

さ
す

る
爲
め
に
、
(註
二
)

小
里
校
費
の
全
部
若
く
ば
大
部
分
を
見
童

の
父
兄
を
し
て
直
接
負
措
せ
し

め
ん
{
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
て
多
く
の
場
合
授
業
料
の
形
式
を
探
る
事
に
な
る

が
、
小
學
漱
育
の
性
質
よ
授
業
料
を
取
る
事
が
巳
に
肯
定
し
得
の
。
蓋
し
厨
家
の
設
備
は
之
に
依
て
行
政
の
目
的

を
達
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
、
其
利
用
關
係
に
依
て
使
用
料
を
取
る
に
は
何
等
か
の
特
別
の
理
由
を
要
す
る
。
然

る

に
今
日
小
學
校
の
利
用
は
普
通
利
用
で
且
多
く
の
國
で
は
強
制
利
用
で
あ
る
黙
か
ら
は
、
財
政
⊥
の
必
要
あ
れ
ば

ご
て
藪
に
其
財
源
を
求
む

べ
き
で
は
な
い
。
且
實
際
に
て
.も
飴
b
過
重
な

不
公
卒
な

且
不
充
分
の

牧
人
し
か

齎

さ
ぬ
負
撚
方
法
で
め
る
。
今
日
で
は
准
例
外
的
に
残
存
し
て

居
る
に

過
ぎ
な

い
が

之
れ
こ
て
も

摩
す

べ
き
で
あ

説

苑

小
學
教
育
費
の
研
究

、

第
十
三
巻

〔第
三
號

九
三
)

三
八
七

一.



ノ

説

苑

小
學
教
育
費

の
研
究

第
十
三
巻

(第
三
號

九
四
)

三
入
入

る

O

〔註
三
)

-

誰

一

公
立
撃
校
の
畳
用
に
国
家
の
政
勝

の
方
面
か
ら
に
公
畳

障
よ
り
、
私
人
の
利
益

か
ら
に
授
業
料
に
二
り
充
す

.へ
し
ε
云
ふ
事

に
な
ろ
。
從
て

正
當

の
方
法
に
此
両
方
エ
リ
充
す
事

に
あ
る
。
而
て
小
學
校
の
場
合
授
業
料
納
入
不
能
者
は
救
貧
費
工
り
出

丁
べ
し
ミ
ジ
ヨ
レ
イ
民
に
論
じ
て
居

る
が
小
學
校
費
に
ば
當
ら

ぬ
。

の

註

一
一

ア
ダ

ム
.

ス
ミ

ス
氏

が
自

由
教

育

に

反
封
す

ろ
に
教

員

な
其

職

に
精

働

さ
す

ろ

ζ
云

ふ
理

由

な
以

て

し

六
の
11
奇

異
な
議

論
e

あ

ろ

ピ
バ

ス

ラ

リ

ま

テ
イ
プ
ル
氏
に
詳
し
て
居
る
o

註
ヨ

我
国
で
も
明
治
+
九
年
に
授
業
料
支
辨
主
義
か
採
用
し
た
が
其
結
果
に
不
良
で
あ
っ
た
.
即
ち
授
業
料
牧
人
11
六
+
萬
圓
餓
か
ら
二
百
饒
萬

圓
に
な
っ
た
が
見
堂
の
就
學
歩
合
ば
却
て
五
%
ば
か
り
低
下
し
た
g

ラb

密
.際

上
期

待
し
難

き
支

辨
方

法

財
産

牧
人

ε
寄
附
金

粒
入

(註
一
)
ε
は
共

に
理
論

上
大
禮

肯
定

さ
れ
盆

く
々
此

等
牧
人

の
多

か
ら

ん
事
が
望

ま
し

い
が

、
而
も
實

際

上
は
相
當
多
額

の
此

経
費
支

辨
方
法

ε
し
て
は
多
く
を

此
等

牧
人

に
期
待

し
難

い
。

そ
の
理
由

は
の
財
産

収
入

を
以

て
.此
経

費
を
支
辨

せ

ん
ε
す

れ
ば
毎
年
多

額

の
牧
盆

從

て
多
額

の
元
本
財
産

を
要

し
且
其

敗
盆

が
経
費

の
増

加
に
追
從
し
て
増
加
す

る
を
要
す

る
。
更

に
元
本

財
産

の

造
成

に
も
利
殖

に
も
地
方
的
事
情

の
差
異
著

し
き
を
考

慮

せ
ば
實
際

上

は
之

に
依

り
得

ぬ
ε
せ
ね
ば
な

ら

鍛
。
②

寄
附
金
牧
人

は
多

く

の
場
合

全
一
臨

時
的
不
確
定

的

の
も

の
で

あ
る
か
ら
財
産

牧
人

よ
b

一
層

不
適
當

且
不
可
能

な
支
辨
方

法
で
あ

る
。
荷
強
制
寄
附

の
如

き
往

々
行
は

れ
て
居

る
所

で
あ

る
が
、
一
般

的

に
も
磨

す

べ
き
あ
り
、
小

學
馨

支
辨

の
織
め
に
之
を
以
て
す

る
が
如
き
は
最
も
よ
く
な

悩

註

一

重
に
所
謂
財
産
攻
入
叉
に
野
附
金
攻
入
ε
11

一
般
的
の
も
の
で
な
く
特
別
に
小
串
校
費
支
辨
た
目
的
達
す
る
も
の
な
云
ふ
。
前
者
に
比
較
的

早
く
か
ら
學
校
基
金
ミ
し
て
存
し

一
支
辨
方
法

♂
ぜ
ら
れ
て
居
た
。

errichtwesen(i皿Sch6nberg'Hindbuchder.P覧0,4aa日.

S,
「TheWealthofNation"Bk

.V.Ch,III.Art3

P.597)

Finance.p.93(3ed.)

b令 † 四 號 、 第 六 修

論(財 政 経 済 肚 會 叢 書 第 一 肪 財 政 問 題P・723以 下 参 照)

1)

2)

3

4

5

L.v.Jol】ylUnterrichtwesen(i皿

Bd.1[1.Tell2,S,

AdamSmith="TheWealthofS

(Rout夏edgeed.P.597)

Basしable=PublicFinance.p・93

盟離 欄 繍 綴麟譜
、

.
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r

以
上
述
ぶ
る
如
く

一
般
的
問
題
は
暫

く
措
き
、
更

に
特
殊
的
の
方
法
は
何
れ
も
不
當
か
叉
、臨
不
可
能
な
支
辨
方

法
ε
す

れ
ば
、
結
局
小
學
校
費
は
公
費

・し
な
し

一
般
的
財
源
か
ら
の
牧
人
を
以
て
支
辨
せ
ね
ば
な
ら

諏

唯
其
支

辨

の
任

に
當
る

べ
き
財
政
主
禮
は
何
か
∫
問
題

ざ
な
る
。
換
言
す
れ
ば
市
町
村
財
政

の
負
捲
た
な
べ
き
か
、
国
庫

の
負
捲
陀
る
べ
き
か
、
若
く
ば
両
者
の
共
同
質
推
た
る
べ
き
か
。

=

三

つ
の
支
辨
方
法

.

採
て
問
題
は
如
何
な
る
財
政
圭
艦
を
し
て
支
辨
せ
し
む
る
か
ε
云
ふ
事
で
あ

っ
て
、
其
方
法
に
三
種
め
る
が
ら

夫
を
順
次
に
研
究
し
ゃ
う
。
が
然
し
真
前
に
経
費
の
範
圃
は
.政
務
の
範
園
で
先
づ
定
ま
る
か
ら
小
學
激
育
は
如
何

な
る
統
治
主
騰
の
政
務
た
る

べ
き
か
を

=
高
せ
ね
ば
な
ら

諏
。
小
學
激
育
若
く
は
.一
小
學
校
の
敏
育
の
敷
果
又
は

目
的
は
國
家
的

　
般
的
の
公
益

に
關
す
る
ε
共

に
叉
地
方
的
公
益

に
局
限
せ
ら
れ
て
居
る
故

に
、
地
方
自
治
禮

の

存
在
を
前
提
ε
す

る
限
り
、中
央
政
府
蓬
地
方
自
治
膿

ε
の
共
同
負
捲
で
共
同
事
務
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
〔註
一∀

註
一

現
今
の
画
家
で
は
如
何
な
ろ
政
務
も
結
局
国
家
自
盛
の
激
務
で
あ
る
。
然
し
地
方
自
治
膿
の
存
在
な
許
す
な
ら
ば
其
結
局
画
家
自
瞠
の
政
務

に
就

い
て
第

二
次
的
の
分

類
即
ち
中
央
政
務
た
る
べ
き
哨
の
・・地
方
政
務
た

る
.へ
音
も

の
ご
為
分
類

ゼ
ね
ば
な
お

。

而
も
雨
着
な
分

つ
べ
音
決

定
的
の
馨

各

割
註

な
ぐ
、
膳
所
的
に
甚
奇

動
で
あ
っ
て
、
特

に
中
央
集
獲

地
券

磐

二
主
義
の
漕
長
が
蕎

反
影
す
る
。
然
し
法

帖

上
竪

も
か
く

、
事

の
性
質
上
は
先
づ
ω
外
交
国
防
立
法
司
法
の
如
く
中
央

集
髪

に
統

幕

要
す
る
政
務
ミ
ω
所
謂
丙
務
事
務

の
大
部
分
の
如

く
地
方
自
治
艦

に
委
任
し
得

る
か
叉
は
委
任
す

ろ
な
便
写

す
ろ
政
夢

・
に
分
ち
得

ろ
。
更
に
後
者
に
政
務

の
目
的
及
殻
果
が
主
已

て
の
画
家

ラ

　

ラ

ラ
　

的

一
般

的

の
公
益

、

ロ
或

ば

叉
地

方
的

特
殊

的

公
証

、

ハ
或

は
叉
此

二
者

に

あ

る
か

に
依

て
分

ち
得

ろ
で

あ
ら

う

。

而
て
原

則

こ
し

て

a
及

イ

に

く

く

ゴ

く

く

中
央
政
府
の
轟

の
於
て
申
姦

務

た
る
.へ
く

、
の
蟻

方
自
灘

の
貢
櫓

に
於
て
其

務

た
る
・へ
く
ら

は
共
同
責
警

て
共
同
政
務
た
る
べ

(

(

き

で

め
ら

う
。

識

苑

小
學
教
育
費
の
研
究

第

十
三
巻
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三
號

九
五
)

三
.八
九

●

,
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苑

小
學
教
育
盛
の
研
究

第
「
三
巻

(第
三
號

九
六
)

三
九
〇

然
し
国
家
は
何
等
か
の
理
由
に
よ

っ
て
其
費
用
の
支
辨
を
或
は
自
己
に
於
て
し
或
は
他
に
轄
嫁
し
得
る
。
從
て

三
種
の
支
辨
方
法
が
あ
り
得
る
事
ε
な

る
の
で
あ
る
。

イ

市
町
村
支
辨
主
義

小
學
校
費
は
原
則

ε
し
て
市
町
村
の
支
辨
花
る
べ
し
ど
云
ふ
主
義
で
あ
る
。
此
主
義

は
實
際
上
最
近
迄
多
く
の
交
明
國
で
採
用

さ
れ
て
居

っ
た
。
而
て
沿
革
上
の
理
由
か
ら
辯
護

さ
れ
る
が
然
し
時
代

は
進
展

し
て
何
時
迄
も
傳
統
的
制
度
の
維
持
を
許
さ
濾
し
理
論
上
も
墨
守
す

る
要
は
な
い
。
叉
現
今
多
く
の
國

で
瞬

は
漱
育
を
国
家
`
各
地
方
團
艦
ご
が
分
業
的
に
行
ひ
市
町
村
は
小
學
漱
育
を
配
分
さ
れ
た
形
で
あ
る
か
ら
、
叉
は

中
央
政
府

に
は
夫
れ
相
慮
の
緊
急
重
大
な
仕
事
が
め
り
從
て
其
経
費
を
必
要
ε
す

る
か
ら
此
主
義
を
改
む
る
に
及

ぱ
の
こ
云
ふ
論
も
あ
る
σ
が
然
し
此
経
費
の
支
辨
負
澹
か
ら
凍
る
市
町
村
財
政

の
苦
痛
ε
偏
重
ご
は
免
れ
な
い
事

ど
な
る
。
若
し
補
助
金
交
附
な
り
財
源
譲
渡
な
り
に
依
て
其
財
政
難
を
緩
和
し
得
る
ざ
し
て
も
、
か
の
動
も
す
れ
ば

獣
員
の
地
位
が
所
謂
市
町
村
有
志
叉
は
吏
員
に
依
て
動
か
さ
れ
易
く
、
獲
て
漱
員
が
定
見
を
持
ち
変
じ
て
其
要
職

に
勤
勉
な
む
事
が
出
家
す
、
又
市
町
村

の
財
政
能
力
の
差
異
に
よ
る
物
質
的
待
遇
の
差
異
が
緻
員
の
移
動
及
争
奪

從
て
歌
貝
の
渦
不
及
を
引
起
す
導
の
弊
を
除
去
す
る
事
は
出
来
ぬ
。
.更
に
激
員

に
封
ず

る
有
形
的
給
付
を
改
善
.し

て
其
地
位
を
安
固
に
し
優
秀
の
人
材
を
得
る
が
如
き
此
主
義
を
原
則
ε
し
て
は
甚

だ
困
難
で
あ
ら
う
。
蓋

し
市
町

村

の
財
政
能
力
の
小
な
る
ご
、
其
脛
費
が
殆
ん
ざ
必
要
費

に
限
ら
れ

}
般
に
は
有
益
費
ご
錐
も
経
費

の
膨
脹
は
喜

ば
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

元
来
市
町
村

の
一財
政
能
力
は
比
較
的
小
で
あ
り
且
各
地
方
毎
に
異
な

る
も
の
七

あ
る
。
從

て
先
づ
比
較
的
多
額

の
小
學
校
費
の
原
則
的
支
辨
負
櫓
其
者
が
苦
痛
で
あ
り
、
又
此
れ
に
偏
重

(註
こ
.せ
ざ
る
を
得
な

い
澤
で
あ
る
。

1)

2)

Reitzensten=Kommuna/esFinanzwsen・S・35

derp.b,4auf.Bd・111.Teil2)

.臨 時 教 育 調 査 會諮 問 第 一 號(小 學 教 育 に 聞 す る件)

正 六 午 十 一 月 「 口)

(inlSchdeberg.Handbucb

の答 申書理 由第一、参 照(大
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自

即
ち
財
政
難
を
招
く
所
以
で
あ
る
。
蓋

し
同

　
額
の
経
費
で
あ
っ
て
も
財
政
能
力
の
人
小
に
よ

っ
て
其
支
辨
負
捲

の
苦
痛
及
影
響
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
依
て
財
政
能
力
の
人
な
る
中
央
政
府
相
當

に
分
婚
す

べ
し
ご
云
ば
ね
ば

な
ら
の
。
.次
に
各
市
町
村
聞
に
甚

し
い
財
政
負
捲
叉
は
実
れ
よ
り
来
る
苦
痛
の
差
異
、
從
て
叉
各
市
町
村
民
間

に

頚
椎
の
差
署

・引
き
起
す
。
.註
三

僅
小
の
糞

は
小
里
警

が

蔀

地
方
政
蓼

な
す
以
よ
悲

を
得
す
・」す

る
も
甚

し
き
差
異
は
事
の
性
質
上
宜
し
く
な
い
。
若
し
各
市
町
村
の
財
政
能
力
に
慮
じ
て
小
學
敏
育
を
施
す
事

ξ

す
れ
ば
、
各
地
方
に
よ

っ
て
鍛
育

の
数
果
に
著
し
い
差
異
あ
る
は
冤
れ
な
い
。
之
れ
亦
宜
し
く
な

い
。
何
者
国
家

の
見
地
か
ら
は
各
地
方
を

一
膿
ご
し
て
見
た
全
鵬
駒
繋
榮
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
各
市
町
村
の
政
務

の
疏

果
に
甚

し
い
差
異
あ
る
は
宜
し
く
な
い
。
更
に

一
時
財
源

を
公
債
に
求
む

o
場
合
に
も
市
町
村
に
て
は
諸
種
の
少

な
か
ら

漁
不
利
益
不
便
が
あ
る
。

由
之
観
是
、
政
務
の
性
質
、
財
政
上
の
利
害
、
及
激
育
行
政
上
、
の
何
れ
の
黙
か
ら
も
此
主
義
を
原
則
ご
す
る

事
は
出
來
漁
様
で
あ
る
。

註

一

我
国
最
近

の
事
情
か
ら
ば
布
置
に
於

い
て
ーユ
町
村

に
於
σ
る
程
偏

重
し
ヅ、
に
居
な

い
。
町
村
で
に
李
均
し
て
公
學
費

(教
育
費
)
に
全
縄
盟

②
約
四
割

一
分

に
當
り
其
約
八
割
六
分
ば
小
學
校
盛
で
あ

る
。
然
し
地
方
に
依
て
は
全
縄
費
の
六
割
以
上
も
公
準
費
ε
す
る
も
の
少
く
な

い
。

註

一
一

大
正
七
年
度
滋
賀
縣
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
経
常
村
獲

一
〇
〇
に
劃
し
経
常
教
育
費
の
割
合

ば
、
六
七

(蒲
生
郡
安
土
村
)
か
ら

一
一

(高
島

り

郡
百
瀬
村
)
の
差

が
あ
る
。

大
正
†
年
度
京
都
市
學
匪
蒙
屋
税
賦
課
牽
改
正
案
に
依
れ
ば
最
高

一
戸
當
り
四
十
鐘

(上
京
†
九
學
匪
)
`
り
最
低
五
銭

一
厘

(
下
京
六
學
匿
)

吻

羅

麹
.蕪

雑

繋

鑓

駈蘇

瓢

獅
=諜

錨
難

業

緬
三+
.鍍
.周
部北
比都
佐
村
.

説

苑

小
學
教
育
盟
の
研
究

第
十
三
巻

(第
三
號

九
七
)

三
九

【

1)3)滋 賀 縣 郡 市 教 育 概 況(大 正 七年 度) 、PP・32'45・

2>大 阪 時 事 新 報 、京 都 版(大 正 十 年 三 月二 日)、

4)Grice:NationalandLocalFinance;p.【05.
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設

苑

小
學
教
育
愛

の
研
究

第

+
三
巻

〔第

　一號

九
八
)

三
九
二

口

羅

支
辨
主
義

小
鬢

有

他
の
国
家
霧

高

じ
重
警

に
め
る
.べ
遣

出
て
此
経
費
も
亦
全
部
国

庫
支
辨
陀
る

べ
し
ε
云
ふ
論
で
め
る
。
(註
「
)
如
何
な
る
政
務
も
結
局
国
家
白
膜
の
政
務
で
あ

っ
て
其
何
れ
も
が

.

必
要

`
重
要
さ
ご
に
差
異
な
し
ご
云
ふ
黙
か
ら
は
此
主
義
は
最
も
透
徹
し
た
も
の
で
あ
ゲ
且

X
嘗
然
の
結
論
で
あ

る
。
然
し
此
見
地
に
立
て
ば
何
も
此
経
費
に
限
る

べ
き
理
由
は
な
い
。
特

に
此
経
費
に
限
て
高
調
さ
る

、
所
以
は

市
町
村
財
政
並
に
小
離
核
費

の
現
状
を
見
て
の
便
宜
諭
巴
云
は
ね
ば
な
ら

澱
。
.

,

地
方
自
治
艦
を
前
提
ε
す
る
限
り
政
務
に
二
数
的
の
分
類
を
必
要
ご
な
し
而
て
其
分
類
よ
ゐ
出
獲
し
た
る
相
違

を
暫
く
別
論
ε
し
て
も
即
ち
便
宜
論
窪
し
て
も
卑
見
は
之
ご
異
る
。
先
づ
成
程
市
町
村
は
財
政
難
を
訴

へ
て
居
る

が
全
部
国
庫
支
辨
己
せ
ね
ば
な
ら
源
稗
窮
境
に
あ
る
か
。
叉
全
部
国
庫
支
辨
ご
な
し
た
場
合
夫
れ
丈
け
の
効
果
が

市
町
村
財
政
の
上
に
あ
る
か
。
蓋
し
理
論
上
は
夫
れ
丈
け
負
措
が
輕
減

さ
れ
從
て
地
方
税
整
理
の
蝕
地
も
出
来
、

蚤

要
義

璽

施
設
を
寫
し
得

べ
し
ε
雄
も
、
實
際
上
往
奮

局
者

に
公
徳
.心
を
欠
ぎ
地
方
民
に
自
治
精
神
の

薄
弱
な
我
が
地
方
團
魁

に
て
は
或
は
節
約
原
則
を
破
り
或
は
公
益
を
重
せ
す
し
て
不
急
無
妻
の
事
業
を
越
す
事
な

き
を
保
讃
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
荷
止
二
の
研
究
す

　ぎ

黙
を
除

い
て
竜
国
庫
支
暫

な
し
た
場
食

は

中
央
財
政
の
状
況
及
中
央
政
府
の
態
度
力
針
に
依
て
著
し
い
影
響
を
蒙
る

べ
く
、
從
て
各
小
學
校
は
其
経
費

に
過

不
足
を
生
じ
或
は
制
肘
を
受
け
或
は
放
漫
無
責
任
の
支
出
を
誘
致
す
る
で
あ
ら
う
。
且
又
物
件
費
及
臨
時
費
の
配

扮
に
地
方
的
事
情
の
斟
酌
甚
だ
困
難
で
あ
b
I

小
　学
校
は
星
団
普
く
且
比
較
的
稠
密
に
分
布
す

る
の
必
要
が
あ

b
從
て
比
較
的
地
方
的
事
情
斟
酌

の
鯨
地
が
あ
る
一

継
て
必
李
の
配
分
は
期

し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
更

に
地
方

自
治
の
範
園
も
狡
小
ピ
な
る
が
之
れ
叉
地
方
自
治
を
認
む
る
精
碑
か
ら
も
、
政
治
叉
は
砒
會
生
活
の
理
想
が
自
治

,



,

に
存
す
る
黙

か
ら
も
堅
し
い
事
で
な
い
。
術
か
の
激
員
の
物
質
上
の
待
遇
を
改
善
し
叉
は
敏
員

の
地
位
を
安
固
に

す
る
導
の
激
育
行
政
上

の
要
求
は
最

も
よ
く
充

さ
れ
得
る
が
、
夫
れ
は
全
部
国
庫
支
辨
ε
せ
ず
こ
も
漱
員
の
俸
給

を
国
庫
支
辨
ε
す
れ
ば
大
約
充
さ
る
当
所

ご
す

る
。

要
之
便
宜
論
ε
し
て
も
他
の
国
家
又
は
政
治
組
織
の
時
代
、
又
は
遠
き
將
來
の
財
政
事
情
か
ら
は
此
主
義
の
貴

行
を
期
す

べ
き
で
あ
る
か
は
ε
に
か
く
、
現
在
の
我
が
國
で
は
直
ち
に
貴
行
を
期
す

る
に
及
ぶ
ま
い
。
之
に
加
ふ

る
に
政
務
の
性
質
も
牢
ば
地
方
政
務
た
る

べ
き
も
の
で
あ
b
、
中
央
財
政
も
亦
今
次
の
戦
後
急

に
増
加
し
た
事
實

も
認
め
ね
ば
な
ら
阻
か
ら
俗
更
で
め
る
。

註
一

本
多
博
士
に
義
務
教
育
に
關
で
ろ
経
費
の
全
部
若
く
に
大
部
分
起
以
て
中
央
政
府
の
貢
櫓
ご
熾
す
に
中
央
政
府
が
陸
海
軍
愛
な
頁
挿
す
ろ
ピ

、
責
携
の
其
礎
的
理
由
ん
向
う
す
る
こ
。
.

八

共
同
支
辨
主
義

市
町
村
ご
中
央
政
府
ご
が
共
同
し
て
支
辨
す

べ
し
ざ
す
る
主
義
で
あ
る
。
此
主
義
は
此

政
務

の
性
質
か
ら
も
、
前
一
…主
義
を
否
定
し
セ
理
由
の
裏
面

か
ら
も
肯
定
せ
ら
る

べ
き
に
似
て
居

る
が
、
尚
此
主

義
の
賓
行
方
法
に
は
種

々
あ
る
か
ら
夫
れ
を
研
究

せ
ね
ば
な
ら
煎
。
而
て
其
方
法
を
大
別
し
て
補
助
主
義
ε
分
権

圭
甚我
の
二
ε
す
る
。

の

補
助
主
義

市
町
村
支
辨
を
原
則
ε
し
て
其
財
政
負
撚
を
輕
減
し
又
は
漱
育
行
政
の
上
か
ら
國
庫
よ
り

く

.

囎御
助
金
を
焚
附
下
る
主
義
で
め
る
。
而
て
補
…助
金
額
叉
は
㎝費
目
が

一
定
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
確
定
的
ピ
非
確
}

定
的
補
助
ε
に
分
れ
、
叉
中
央
政
府
が
之
を
交
附
す

る
を
要
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
義
務
的
ざ
任
意
的
補
助
ε
に

分
だ
る
Σ
。
大
膿

に
於
て
確
定
的
、
義
務
的
、
叉
ば
多
額
の
補
助
は
非
確
定
的
、
任
意
的
又
は
小
額

の
補
助
よ
り

`

説

苑
.

小
學
教
育
狸
の
研
究

第
十
三
巻
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三
號

九
九
)

三
九
三
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號

一
〇
9

三
九
四

市
町
村
財
政
上
の
敷
果
は
多

い
。
其
宜
し
き
セ
得
れ
ば
次
に
研
究
せ
ん
ε
す
る
分
播
主
義
ε
差
異
は
な

い
。

然
し
小
學
校
費

の
輔
助
其
も
の
が
大
禮
上
前
提

ε
し
て
塵
す
べ
き
で
る
ら
う
。
差
し
小
學
校
凌
は
中
央
及
地
方

政
務
の
性
質
を
有
す
る
政
務
を
市
町
村
に
委
任
叉
は
義
務
附
け
だ
る
が
矯
め
の
費
用
で
本
来
其

一
部
は
中
央
政
府

が
直
接
支
辨
す

べ
.き
も
の
な

る
に
よ
る
。
即
ち
此
の
如

き
補
助
金
は
補
助
の
意
味
を
な
さ
な

い
も
の
"
唯
財
政
.の
・

便
宜
上
権
道
を
探
て
居
る
も
の
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ

る
。
〔註
ご

而
て
術
此
主
義
に
は
先
づ
補
助
額
補
助
裂
目

を
定
む
る
に
つ
き
、
次

に
各
市
町
村

に
補
助
金
を
配
分
す

る
に
就
き
決
定
的
の
又
は
公
季
な
標
準
は
な
い
.か
ら
甚
・

だ
困
難
で
あ
み
。
此
事
は
延
て
往
々
中
央
政
府
ε
市
町
村
ご
火
は
地
方
間

の
政
争
を

引

き

起
す

傾
向
を

持
て
居

る
。
更

に
補
助
金
額
が

一
定
せ
る
場
合
に
は
経
費
の
増
加
に
添
ひ
難
く
、
.之
に
追
随
せ
ん
`
す
れ
ば
度
々
補
助
額

を
増
加
す
る
の
煩
が
あ
る
。
(註
二
)
非
確
定
的
又
は
任
意
的
補
助
は
中
央
財
政
の
状
態
及
政
府
又
は
政
蕪
の
主
義

方
針

に
よ
b
て
左
右
さ
れ
良
好
な
る
敷
果
を
上
げ
得
る
・し
限
ら
血
。
且
又
補
助
金
は
實
際
上
往

力
共
救
果
噸
伸
は

の
弊
も
存
し
、
不
統

一
な
多
数
の
補
助
金
が
あ
る
事
は
中
央
財
政
に
`
つ
て
も
良
く
な

い
。

し
て
見
れ
ば
漱
育
上
特
に
奨
顧
を
必
要

`
す

る
事
項
の
爲

め
に
か
叉
甚
し
く
財
政
難
の
町
村

に
か
交
附
す
る
は

饗

し
て
・

一
般
的
轟

方
塗

し
て
は
不
適
當
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で
耄

れ
蓬

徹
せ
・
補
助
勝

源
の
捌

譲

か
分
捲

か
で
あ

る
。

ラ

駐
=

兀
來
補
助
金
に
わ
地
盗

難

奥

政
府
の
代
羅

關
・
し
て
中
央
政
務
窪

し
た
其
嚢

の
代
慣
・、
し
盗

中
央
及
勢

矯

の
性
寒

く

亨

ろ
も
の
亀

方
政
府
曇

任
し
其
饗

の
翁

・
し
て
の
地
姦

府
に
型

的
に
碧

政
難

難

各

委
任
、
薦

A・各
地
方
の
財
政
能

力
の
董

毒

來
ろ
其
纒
菱

に
財
政
轟

の
翼

々
均
衡
な
ら
し
め
窟

為

轟

に
あ
亀

方
的
事
業
叉
錘

離

漿
鋤
各

幾

許

爲

.



、

,

め
に
中
央
政
府
よ
吋
山父
附
す

ろ
。
而
…て
前

二
者
は
本
來
中
・央
政
府
が
一且
接
全
部
反

「
部
轟

誹一
べ
ら
・も

の
で

、
後

二
者
rに
於
て
始
て
補
助
金

の
血愚

昧
為
な
す
も
の
ε
信
ず
る
。

曲
二

英
国
の
事
例
が
之
々
明
示
し
て
居
ろ
。

.

切
.

分
据
主
義

市
町
村

ε
中
央
政
府
ご
が
分
燃
し
て
此
経
費
を
支
辨
す
る
主
義
で
あ
る
。
而
て
其
方
法

に

く
は
金
額
分
搭
、
割
合
分
推
及
び
費
目
分
櫓

の
三
種
ざ
此
等

の
組

A
[
ご
が
あ
る
。
此
等
の
分
捲
方
法
に
共
通
せ
る
困

難
又
は
散
黙
は
、
分
搬
金
額
、
割
合
叉
は
費
目
を
定
む

べ
き
決
定
的

の
標
準
の
な

い
事
、
及
地
方
的
財
政
事
情
に

恋
じ
て
公
平
の
配
分
を
期
し
難

い
事
で
あ
る
。

比
熱
で
拡

補
助
主
義

ピ
大
差
は
な
い
。

叉
中
央
分
携
金
額
の
多
.

小
、
割
合
及
費
目

の
如
何

に
依
て
市
町
村
財
政
上
の
敷
果
を
異
に
し
、
中
央
支
辨
額
の
多

い
場
合
は
少

い
場
倉
.よ

b
数
果
多

い
。
比
熱
も
補
助
主
義
ご
大
差
が
な
い
。
唯
然
し
中
央
支
辨
額

の
増
加
に
俘

ふ
て
必
ず
し
も
盆
良
好
な

結
果
を
得
る
巴
は
限
ら

漁
、
更
に
の
金
額
分
権
は
財
.務
上
は
最
も
簡
便
で
あ
る
が
、
又
庇
事
が
梢
固
症
的
で
あ
る
ご

暑
ふ
歓
黙
を
含
む
。
②
割
合
分
撚
は
小
學
校
費
の
増
加
に
俘
ふ
で
自
動
的
に
分
撚
額
が
増
加
す

る
が
財
務
上
少
な

か
ら
景

便
が
あ
る
。
而
て
右
二
者
は
ぞ

金
額
及
削
合
を
定
む
る
標
準
は
な
い
。
然
る
昌

費
目
分
醤

籍

標

る

べ
き
の
標
準
が
め
る
。
帥
ち
①
政
務
上
よ
b
は
中
央
政
府
は
小
學
激
育
の
統

一
集
権
を
要
す
る
の
事
項
及
地

方
的
差
異
を
不
當
不
便
宜
ε
す

る
事
項
の
事
務
ご
其
経
費
を
分
撫
す

べ
く
市
町
村
は
地
方
的
事
情
の
斟
酌
猷
地
太

る
事
項
及
其
経
費
を
分
捲
す

べ
き
も

の
一し
な
る
。
(証
〕
)
佃
小
學
校

が
瞥
造
物
ε
し
て
の
性
質
か
ら
は
人
的
要
康

ε
物
的
要
素
`
に
分

つ
を
得
。
而
て
前
者
は

後
者
よ
h
二

層
重
要
に
し
て

且
地
方
的
差
異
を

認
む

べ
き

範
掴
少

い
、
.從
て
人
的
要
素
に
閲
す
る
費
用
は
中
央
支
辨
だ
る
に
適
す
る
。
m
財
政
上
よ
り
は
小
學
校
費
は
人
件
費
ε
物

件
費

ε
に
分
た
れ
る
。
騒
二
)

人
件
喪
中

の
主
な
も
の
は
敷
員
の
俸
給
で
あ
る
か
ら
国
家
の
法
令
に
よ
り
て
直
接

ロ

訊

苑
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學
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育
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の
研
究
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一
〇

{
}

三
九
五
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小
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育
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研
究

第
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春

(第
二
號

}
〇
二
〉

三
九
六

決
定
左
右
さ
を

に
反
し
て
、
物
件
費
中
重
き
を
年

は
校
舎
費
で
物
償
に
よ
り
て
左
右
せ
ら

る
。
且

つ
前
者
は

経
常
農
的
で
あ
る
が
後
盾
は
臨
時
費
的
性
質
を
多
く
帯
び
て
居

る
。
@り
蟹
隈

の
統
計

に
就
い
て
見
る
に
両
費
共

に

増
加
し
て
居
る
が
、
人
件
費
の
彫
板
は
年
々
確
實
に
且
梢
秩
序
的
で
あ
る
。
之
に
反
し
物
件
費
の
膨
脹
は
不
規
則

的
で
み
る
。
從
て
人
件
費
の
方
が
市
町
村
財
政
を
常

に
塵
近
し
て
居

る
ざ
せ
ね
ば
な
ら
組
。
而
も
人
件
費

の
方
割

合
に
於
い
て
物
件
費
よ
籍

多

い
の
で
制

。
以
上
の
四
黙
か
ら
馨

し
て
見
自

人
件
警

物
貰

あ

匠

分
が
費

目
分
掘

の
標
準

・し
な
り
得

る
。
即

ち
人
件
費
中

敷

員
の
俸
給

〔本
俸

恩
給
加
俸

等
を
含

む

)
は
少
～
,ε
も

中
央
政
府

に
於
て
分
推
す

べ
き
も
の
で
あ
ら
　
。
荷
費
口
分
据
は
自
動
的
串

央
支
辨
額
が
増
加
す
る
の
黙
は
金

額
分
推
起
優

る
が
又
夫
れ
故

に
財
務
上
は
簡
明
で
な

い
。

、要
す

る
に
分
溜
主
義
は
此
政
務
の
性
質
に
最
も
合
理
的
な
且
實
礫
土
他
の
も

の
よ
り
奴
果
多

か
る
べ
}【
一便
宜
な

の

方

法

で

は

あ

る

が

、
然

し

他

の
圭
.
義

の

鮫

黙

を

全

く

除

き

、
街

其

上

其

肩

艦

が

完

全

な

支

辨

方

法

ご

鳳

云

は

れ

な

い

。

註

一

託
鮎

に
聞
し
て
に
小
事
教
育
翌

に
所
謂
小
學
校
塑

芝
小
學
教
育
行
政
獲
ご
に
分
た

み
＼
。
.後
者
が
中
央
支
辨
た

み
べ
善
は
理
の
當
然
で
あ

っ

て
實

際
上
も
国
庫

渠
に
上
級
地
方
團
艦
の
支
辨

に
か
」
ろ
。
從
て
多
く
論
ず
か
の
要

心
見
な
い
。
而
て
所
謂
小
學
校

の
事
務
も
亦
中
央
政
府
に
て

統

一
す
べ
き
も
の
ヒ
然
ら
ざ
る
も
の
こ
が
あ
る
。
即
ち
具
艦
的
に
に
「前
者
は
例

へ
ば
教
員
の
地
位

の
保
護
、
奨
励

(從
て
最
低
俸
給
饗
、
恩
給
及

あ
る
種
の
加

俸
費

等
)
の
如

き
で
あ
噴
、
後
者
に
地
方
附
事
情

に
密
接

に
關
保
し
市

町
村

に
委
す
ろ
方
便
宜
な
も

の
例

へ
ば
小
串
校
の
建
築
消
耗

品
備

品

(惟
て
失
礼
等

の
費
用
)
の
如
き
で
あ
る
。

註

=

我
が
國
小
學
校
費
の
人
件
費
は
教
員
の
本
俸
加
俸
恩
給
底
愛
校
螢
手
當
心
土
な
も

の
亡
し
物
件
費
に
校
舎
建
築
、
濃
張
改

頁
、
修
繕
費
、
其

他
の
設
備
費
攻
備
品
費
、
消
耗
品
愛

、
借
地
借
廉
費
、
教
員
住
宅
建
築
費

か
生
な
も

の
ε
す
。

三

結

尾

ユ)後 表 、 第 二 表 の イ、 及 第 三 表 、 塑 照

,



、

以
上
大
略
研
究
し
た
所

に
由
れ
ば
何
れ
の
支
辨
方
法
に
も
長
短

は
あ
る
。
が
然
し
市
町
村
財
政
難
も
緩
和
さ
れ

且
政
務
及
激
育
行
政
か
ら
も
合
理
的
で
あ
る
方
法
は
費
目
分
権
就
中
人
件
費
を
中
央
支
辨
ε
し
物
件
費
を
地
方
支

辨
ぜ
す

る
方
法
で
あ
る
。

第

二

段

以
上
如
何
に
し
て
支
辨
す

べ
き
か
を
研
究
し
セ
が
弦
に
は
各
国
の
事
例
及
統
計
を
研
究
し
て
最
近
の
傾
向
を
明

か
に
し
や
う
。、

一

最
近

の
各
国
事
情

小
學
校
費

の
支
辨
方
法
は
小
里
敏
育
制
度
の
獲
達
攣
遷

に
大
鵤
律

ふ
て
、
父
兄
直
接
支
辨
か
ら
市
町
村
支
辨
、

次
に
國
庫
の
補
助
叉
は
分
捲

へ
ご
移
行
し
て
居
る
。
而
て
現
在
で
は
何
等
か
の
方
法
で
共
同
支
辨
主
義

が
採
用

さ

れ
て
居

る
。
爾
補
助
叉
は
分
撰
額
が
漸
次
増
加
し
つ
Σ
あ
る
事
及
び
補
助
叉
は
分
搭

の
費
目
が
激
員

の
俸
給
費
を

中
心

ε
し
て
居
る
事
は
各
国
共
通

の
傾
向
で
あ
る
。

概
言
す
れ
ば
佛
國
は
漱
員
俸
給
費
を
中
央
分
権

し
俗
吏
に
相
當
の
補
助
金
を
市
町
村

に
交
附
し
、
和
国
が
全
経
費

の
三
割
を
中
央
分
捨
亡
し
、
我
が
國
は
激
員
俸
給
費

の

】
部
金
額
及

一
定
部
分
を
中
央
弥
捲
ε
し
て
居

る
。
葵
苔

自
国
は
補
助
主
義

の
國
で
、
英
図
は
圭

こ
し
て
国
庫
よ
り
、
自
國
は
國
庫
及
上
級
地
方
團
艦
よ
り
補
助
す
る
。
普

國
は
隊
庫
よ
り
補
助
し
街
費
目
に
よ
っ
て
任
意
補
助

ご
義
務
補
助

ε
を
厘
分
す
る
。

イ

我
が
國

大
∬
六
年
度
迄
の
小
學
校
費
支
辨
の
基
ε
な
っ
て
居
た
現
行
小
難
校
令
ば
市
町
村
主
義
を
探

つ

親

苑

小
學
教
育
費
の
研
究

第
十
三
巻

(第
一….號

…
〇
三
)

三
九
七

,

.
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苑

小
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研
究
.

第
十
三
巻

(第
三
號

一
〇
四
)

三
九
八

て
居
セ
。
即
ち
恩
給
及
加
俸
を
除
く
外
.
敢
艮

の
俸
給
及
其
他

一
切
の
人
件
費
及
物
件
費
は
市
町
村
支
辨
す

べ
き

も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
唯
町
村
は
部
費
よ
り
、
市
は
麻
縣
費
よ
り
資
力
不
充
分
の
場
合
に
限
ヶ
補
助
を
受
け
得
る
に

.過
ぎ
な

か
っ
た
。
然

る
に
大
正
七
年
以
降
市
町
村
立
尋
常

小
學
校
正
準
歌
員
俸
給
費
の

一
部
は
国
庫
支
辨
ε
な
し

其
領
海
年
度

一
千
萬
圓
を
下
ら
ざ
る
旨
を
定
め
て
分
捲
主
義

へ
こ
移

つ
把
。
借
資
力
薄
霧
な
町
村
に
は
該
支
出
金

.の
.一
乱
以
内

に
於
て
特
に
焚
附
金
額
を
増
加
し
得
る
。
更
に
、
大
正
十
年
市
町
村
立
小
學
校
正
教
員
で

　
年
現
役

の

兵
ε
し
て
入
替
中

の
者
の
俸
給
費
は
国
庫
支
辨
ε
し
毎
年
度
市
町
村
に
・.父
附
す

る
事
ε
し
た
。
以
上
は
所
謂
小
學

校
費
の

「
般
的
経
費

の
分
推
支
辨
で
あ
る
が
此
外
、
国
庫
の
特
別
支
出
金
が
あ
る
り
其

一
は
各
店
縣
の
恩
給
基
金

に
封
ず

る
国
庫

の
分
捲
金
、
其
二
は
加
俸
資
金
に
劃
す

る
国
庫
の
補
助
金
、
其
三
は
教
育
基
金
よ
り
の
敏
育
資
金

へ
の
分
配
金
で
あ
る
。
而
其
=
.は
更

に
市
町
村
立
小
豊
・校
の
設
備
…費

へ
貸
附
け
叉
は
補
助
ご
し
て
凌
附

せ
ら
る
。

而
て
此
等

の

一
般
並

に
特
別
國
庵
支
辨
額
は
明
治
四
+
四
年
迄
は
百
五
十
鯨
萬
圓
前
後
、
以
後
大
正
六
年
迄
二
百

八
十
鯨
萬
圓
前
後
で
小
學
校
喪
総
計
に
劃
し
て
五
分
に
足
ら
な

い
。
七
年
以
後
千
二
百
五
十
鯨
萬
圓
前
後
支
幽
す

る
豫
算
で
十
年
度
は
千
三
百
餓
萬
圓
を
計
上
し
て
居

る
が
、
激
員

の
増
俸
に
依
b
塗
経
費
も
亦
急
増
し
π
爲
め
割

合
に
於
て
は
術

マ
割
五
分
を
出
で
な

い
で
あ
ら
う
。

へ
　

荷
今

一
つ
よ
級
地
方
團
竸
よ
り
市
町
村

へ
の
補
助
金
が
め
る
。
其
二
ε
同
額
即
ち
二
百
萬
圓
を
補
助
す

べ
き
で

ゐ

あ

る
が
當
分
支
出
額
を
減
じ
得

る
に
依
て
實
礫
土
の
金
額
は
大
正
六
年
前
後
は
八
十
鯨
萬
圓
内
外

に
過
ぎ
諏
。

要
す
る
に
相
當
多
額
の
本
経
費

に
劃
す

る
分
捲
及
補
助
金
額
こ
し
て
は
慾
り
少

い
。
其
結
果
は
分
捲
主
義

ε
難

も
布
町
村
支
辨
主
義
ε
相
去

る
事
遠
く
な
い
。

■

1)
2)
3)

市町村義務教育費国庫員櫓法(大 正七年法十八號)
一年現役小畢校教員俸給費圃庫員搬法(大 正十年法十七號)

明治四十年勅令2ワ 號(市 町村立教青な補助ぜしむろ爲め北海道地方盟及府縣
支出の件)



日

英
國

小
學
激
育
が
中
.央
集
権
に

一
歩
を
進

め
だ
千
八
百
三
十
三
年
補
助
金
を
交
附
し
て
以
来
.補
助
主
義

者

を
探
っ
て
居
る
。
原
則
た
る
轟

方
法
購

に
よ
b
學
校
基
金
授
業
料
地
方
税
憂

つ
た
が
幣
串

央
政
府
髭

邪

主
義
セ
改
め
な

い
。
其
中
主
な
補
助
金
は
先
づ
建
築
及
設
備

に
鋤
す

る
建
築
補
助
金
、

一
定

の
條
件
の
下
に
焚
附

35
、

3

す

る
漱
戯
の
頭
割
的
補
助
金
で
あ
る
。
此
面
者
は
各
地
方
の
學
務
課
に
課
税
権
を
砲
門
へ
る
ε
共
に
め
る
僚
什
の
小
.
.
乱乱

撃
校

に
限

定
し
た
。
が
夫
ε
同
時
に
叉
貧
乏
な
且
つ
人
口
多
き
地
方

へ
特
別
補
助
金
を
交
附
し
始
め
だ
.
次
に
自

㎞

由
敏
育
條
令

(
千
八
百
九
十

】
年
)
の
獲
布
ε
共

に

一
定
限
度
の
授
業
料
を
守
る
を
條
件
ご
し
て
見
.重
÷
人

一
年

㎝

十
志
の
割
合
で
授
業
料
補
助
金
を
設
け
た
。
千
九
百
五
年
乃
至
九
年
頃
国
庫
支
辨
額
は

…
億

一
千
萬
圓
内
外
で
総

醜R

経
費
の
約
五
割
に
當
る
。
其
後
食
事
條
件
學
絞
衛
生
條
件
を
出
し
魅
が
其
纏
費
は
地
方
税
に
よ
る
事
・し
し
特
別
の

諏

補
助
金
を
交
附

せ
な
か
っ
た
。
避
寒
小
畢
校
費

の
爲
め
地
方
財
政
負
推
が
重
く
な

っ
た
の
で
達
に
千
九
.百
十
九
年

下

政
府
は
小
里
校
誉

俸
鶏

醗

金
三
千
四
百
鷲

圓
を
国
庫
　

聾

せ
ん
事
を
馨

量

求
・
た
・

、
砿

《

佛
國

佛
國
は
分
権
主
義
の
國
で
あ
る
。
帥
ち
国
庫
は
激
員
の
俸
給
費

の
殆
ん
ざ
全
部
を
支
辨
し
.
市
町

ゆ

村
墨

校
・
墾

修
繕
護

備
蓋

物
件
嚢

轡
貝
の
鑑

加
震

住
義

を
毒

す
る
を
原
則
ε
し
て
居
る
。

卿

然
し
省
國
庫
は
校
舎
の
建
築
修
繕
費
及
備
品
の
改
新
費

に
劃
し
て
市
町
村

に
補
助
金
を
交
附
す
る
。
藪
に
略
工
人

罵

・件
費
ご
物
件
費
ご
を
分

つ
費
目
分
辮
の
制
度
が
見
ら

る
』
。
如
是
制
度
の
下

に
國
庫
は
千
九
百
十

【
年
約
八
千
八

伽

百
九
十
飴
萬
圓
を
支
出
し
て
居

る
。
而
て
千
九
百

}
年
以
後
国
庫
支
出
額
は
全
経
費
の
約
内
割
七
分
前
後

に
相
當

収

す

る
。

蟹

昌

・
就
働

普
國
は
地
方
財
政
上

一
碧

英
佛
の
霞

の
制
馨

探
て
居
る
が
本
間

に
就

て
も
同
墜

あ
る
・

肝

即

ち
種

力
の
補
助
金

を
相
次

で
交
附

し
、
而
も
人
件

費

補
助

の
主

な
も

の
存
義

務
的
補
助

ご
し
て
居

る
。

め

.

㍊

施

小
學
教
育
盛
の
研
究

第
†
三
巻

(第
三
號

㎜〇
五
智

三
九
九

,



ヤ

設

苑

小
畢
教
育
盤
の
研
究

第
十
三
巻

(第
三
號

一
〇
大
V

四
α
O

先
づ
義
勝
的
補
助
金
は
教
員
の
本
俸
、
恩
給
、
年
功
加
俸
、
遺
族
扶
助
料
及
時
々
漱
會
用
に
綾
用
す

る
校
命
甕

に
關
.す
右
五

つ
㊨
補
助
で
あ
る
。
而
て
恩
給
及
.加
俸
は
各
縣
に
恩
給
及

加
俸
金
庫
を
設
け
し
め
て
国
庫
は
之
れ
等

に

.
定
額
を
携
込
み
、
本
俸
は
二
十
五
人
以
内
に
於
て

恩
給
金
庫
彿
込
額
ε

同

一
額
を

市
町
.村
に
配
賦
補
助
す

る
。
千
九
百
七
年
其
袖
.助
額
を
増
加
し
、
省
七
人
以
下
の
敏
員
を
有
す
る
市
町
村

に
は
追
加
補
助
ご
し
て
割
増
を
附

す

る
。
次
に
任
意
補
助
金
は
學
校
建
築
及
維
持
.費
等

の
物
件
費
に
蜀
し
叉
離
職
中
の
教
員
保
護
費
及
族
費
の

一
部

等

の
人
件
費
の
謝
し
て
交
附

さ
る
ン
。
此
種
の
任
意
補
助
は
千
九
百
六
年
比
較
的
小
な
且

つ
財
政
上
必
要
ざ
認
め

ら
る
㌧
市
町
村

に
限
定
せ
ら
れ
、
千
九
百
八
年
以
後
縣
の
支
出
に
移
さ
る
～
誓
で
あ

っ
た
が
、
八
年
其
法
律
の
實

施
は
延
期
せ
ら
れ
た
。其
補
助
額
は
千
九
百
七
年
度
約
二
億
千
八
百
九
十
萬
圓
で
総
経
費
の
約
二
割
二
分
に
當

る
。

ホ

自
国

千
八
百
八
十
四
年
の
立
法
で
は
小
躍
校
支
辨

の
第

一
義
務
者
は
市
町
村
で
あ
る
。
然
し
国
庫
は

一

定
の
條
件
の
下
に
於
て
市
町
村
支
出
額
を
限
度
ε
し
て
人
口

一
人

一
法
の
割
合
で
補
助
金
を
交
附
す
る
。
且
街
貧

乏
鵠
地
方
に
は
追
加
補
助
も
あ
じ
、
學
校
の
建
築
及
設
備
費

に
は
普
通
其
三
分
の

一
の
補
助
金
も
焚
附
さ
る
玉
。

州
は
叉
建
築
及
設
備
費

の
三
分
の

一
を
普
通
補
助
す

る
。
然
し
州
は
非
常
必
要
の
場
合
は
其
全
額
を
補
助
せ
ね
ば

な
ら
組
。
思
ふ
に
市
町
村
支
辨
を
原
則
ピ
し
國
窟
補
助
を
以
て
地

方
財
政
を
助
け
且
財
政
負
推

の
均
衡
を
保
持
せ

し
め
、
州
補
助
を
以
て
臨
時
必
要

の
需
要
に
嘗

て
、
以
て
財
政
の
調
和
を
計
ら
ん
ε
す
る
も
の
、
.様
で
あ
る
。
千

九
百
〇
五
年
国
庫
支
出
額
は
至
輕
費
の
四
割
に
梱
當
す

乃
約
七
千
七
百
五
十
飲
萬
圓
で
あ
っ
て
、
州
支
出
は
約
五

分
に
相
當
す
る
九
百
七
十
餓
萬
回
捌
で
あ
る
。

.
一

へ

和
国

、
千
八
百
八
十
四
年
の
立
法
で
は
小
學
校
嚢
の
三
割
は
国
庫
の
分
播
ぜ
せ
ら
れ
た
.
(試
ご

.



'

O

註

一

漱
洲
各
圃
の
事
情
に
世
界
職
前
の
む
の
で
め
る
か
ら
其
後
璽
化
し
て
居
る
で
あ
ら
・γ
が
今
材
料
か
持
た
な
い
か
ら
遺
憾
で
に
あ
る
が
記
述
し

得
ρ
。
唯
然
し
春
画
の
傾
向
ミ
特
異
黙
ご
の
大
難
な
右
に
よ
っ
て
知
り
得
ろ
で
あ
ら
う
。

二

統

計

千

九
百
○
八
年
迄

の
統
計

に
依
て
見

る

に
小
學
校
費

の
総
計

額
は
英
國
が
最
も
多

い
。

而
て
普
佛

日
白

の
順
で

あ

る
。
又

小
學
校
斐

一
〇
〇

に
勤
す

る
中
央
支
出

の
割

合

は
大
磯

上
偽

葉
白
普
日

の
順
序

で
佛
國
を
最
多

ピ
し
て

漸
次
逓
下

し
て
居

る
。
而
も

我
が
國

は
諸
外
國

に
比
し

て
著

し
く
其

割
合

が
少

い
。
更

に
人
件
費

ε
物
件

費

ご
の

割
合

は
統

計
梢
不
充

分
で
は
み

る
が
.
前
者

が
後
者

よ

り

…
割
以
上

二
割
以
下
多

い
ご
云
ひ
得

る
で

あ
ら

う
。
教

員

の
俸
給
費

ご
他

の
費
用

ご
の
割
合

は
、
我

が
國

に
於

て
は
約
⊥
八
割

蓬
四

割
ε
の
割
合

で
あ

る
。

第

一
表

小
學
校
費
の
国
際
比
較

,

)
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説

苑

小
毅

墓

の
璽

筆

三
巻

(第
三
號

一・
入
)

四
〇
二

の

一
九

〇

七

四
ロ
、
空

八

三

二
、
突

内

=
九
、
究

力

一
蔓

、
一δ
六
1

お

一
九

〇

入

E
二
、
カ
.ヨ

一三
〇
、
0
=

1

・

一
.

1

婁

・
英
讐

翻

は
初
等
藍

警

毯

合
計
で
あ
っ
義

国
所
理

學
餐

三

教
・
毒

・
。
英
国
雰

添

央
及
勢

の
】欝

驚

入

よ
円
支
出
し
貢
絶
愛
合
計
で
・
筒
外

に
授
業
料
寄
附
金
等
の
特
別
攻
入
二
り
す

ろ
二
千
萬
圓
内
外
の
支
出

が
あ
る
。

)

小
學
校
費

一
〇
〇

ド
封
ず
る
中
央
支
出

の
割
合

%無一箪奪一難一競
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苑
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一
九
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